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PRESS RELEASE 
報道関係者各位 

 
2023 年 12 月 25 日 

 

株式会社 And Do ホールディングス（東証プライム 3457） 

 

初のポジティブ・インパクト・ファイナンスによる資金調達を実施 
 

ハウスドゥブランドで不動産事業を全国展開する株式会社 And Do ホールディングス（本社：東京都千

代田区、代表取締役社長 CEO：安藤 正弘、以下：当社）は、オリックス銀行株式会社（本社：東京都港区、

社長：錦織 雄一、以下：同行）と「ポジティブ・インパクト・ファイナンス」（以下：PIF）について融

資契約を締結し、実行されたことをお知らせいたします。当社として初の PIF での資金調達となります。 

 

PIF とは、企業活動が経済・環境・社会の 3 つの側面にもたらすインパクトを包括的に分析・評価し、

ポジティブな影響の増大およびネガティブな影響の低減を支援する融資手法です。金融機関が、融資先と

なる企業の事業活動を分析し、達成すべき業績評価指標（KPI）の設定と施策の策定を支援するとともに、

達成状況を継続的にモニタリングします。 

 

本取り組みにあたっては、当社のサステナビリティ重要課題を中心に設定した KPI から、特に SDGs の

目標達成に対してインパクトのある、住みよい街づくりや環境負荷の低減、当社内の働きやすい環境づく

りなどにつながる 4 つの業績評価目標（KPI）と、目標達成に向けた具体的な施策が選定されました。目

標の達成状況については、継続的にモニタリングが実施されます。なお、本 PIF および同行の PIF の実施

体制について、株式会社格付投資情報センター（R&I）より、国連環境計画金融イニシアティブのポジテ

ィブ・インパクト金融原則に適合していることの第三者意見を取得しています。 

 

当社は SDGs・ESG 経営を推進し、「不動産×金融×IT」で持続可能な事業の成長を図ることで、不動

産を活用したサービスの提供により、日本経済の活性化に貢献してまいります。 

 

■「 ポジティブ・インパクト・ファイナンス」の概要 

借入人 株式会社 And Do ホールディングス 

融資金額 10 億円 

融資期間 4 年 

 

■本 PIF におけるインパクトの評価と設定した KPI 

コア・インパクト 
（A） パートナーシップの活用により不動産を通じて、人々に安心感を醸成し、 

利便性を向上させること 

インパクト領域 「住居」「包摂的で健全な経済」 

ポジティブ/ネガティブ ポジティブ・インパクトの増大 

取組、施策等 

「ハウスドゥ」ブランドによるFCの全国展開を進め、ノウハウ（集客戦略、IT戦

略、教育研修、モチベーションアップ戦略等）やDO NETWORK等のシステム提

供、時代に即したソリューションの提供により、異業種含めた不動産業への新規参入

を促進。不動産情報のオープン化を進め、地方圏における不動産流通市場の活性化を

図る。 
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業績評価指標 

（KPI） 

●2025年6月期にFCの店舗を865店舗とする。（2023年9月時点 696店舗） 

●不動産情報のオープン化を推進し「不動産コンビニ」構想の実現に向けて、 

 国内1,000店舗を目指す。  

関連するSDGs 

 

 

コア・インパクト 
(B)ハウス・リースバックおよびリバースモーゲージを通じた高齢者が保有 

 する不動産の有効活用。高齢者の Quality of Life の向上 

インパクト領域 「住居」「包摂的で健全な経済」 

ポジティブ/ネガティブ ポジティブ・インパクトの増大、ネガティブ・インパクトの低減 

取組、施策等 

・ハウス・リースバック事業の展開により、高齢者等が自宅を売却して資金を得た   

 後も、愛着のある住居や地域で住み続けることを可能とする。 

・リバースモーゲージの展開により、高齢者等が老後資金を確保し、「生活の 

 質」の維持向上が図られるだけでなく、住宅ローンを含めた多重債務の借りかえ 

 や相続問題の解決（代償金支払い）等で、高齢者を精神的な負担から解放し、 

 「生活の質」の向上に繋げる。 

・65 歳以上の単身者向けのサービスとして定期訪問を行う「みまもり Do」や、 

 毎日電話をかける「安心コールサービス」などの提供も行っており、高齢者の方 

 が安心して住み続けられる環境を提供する。 

業績評価指標 

（KPI） 

●ハウス・リースバック物件の年間仕入れ契約件数を 2025 年 6 月期 1,440 件 

 (月 120 件)とするほか、中期的に月間 150 件ペースを目指す。（2023 年 6 月期 

 922 件） 

●リバースモーゲージの保証提携先数を 2025 年 6 月末に 100 金融機関とする。 

 (2023 年 6 月末時点 46 先) 

●リバースモーゲージの保証残高を 2025 年 6 月末に 506 億円とする。 

  （2023 年 6 月末時点 131.69 億円） 
 

関連する SDGs 

 

 

コア・インパクト （C）環境負荷の低減 

インパクト領域 「資源効率・安全性」 

ポジティブ/ネガティブ ネガティブ・インパクトの低減 

取組、施策等 

中古買い取り再販事業では、新たに住宅を建築するのではなく既存のストックを活

用してリフォームすることで環境問題に繋げるとともに、若年層でも比較的安価で

綺麗な物件の購入が可能となることで空き家発生の抑制にも貢献する。  
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業績評価指標 

（KPI） 

●空き家問題の解決と資源消費の抑制に向けて、中古買い取り再販事業の売上を 

 ローン利用期間中に段階的に増加させる。 

関連する SDGs 

 

 

コア・インパクト (D)ダイバーシティ＆インクルージョンと働きやすい環境づくり 

インパクト領域 「雇用」 

ポジティブ/ネガティブ ポジティブ・インパクトの増大 

取組、施策等 

「女性活躍推進法」に基づき、今後も継続して、女性の個性と能力が発揮され、家

庭生活や仕事が両立できるよう環境整備を行い、また、女性自身の意思が尊重され

るよう豊かで活量のある会社の実現を目指して女性の活躍を推進する。 

社員がそれぞれのライフステージにおいて豊かな人生を送り、仕事において最大限

の能力を発揮できる環境の整備を促進し、仕事と育児や介護の両立支援だけではな

く、それをサポートする周囲の社員双方にとって働きやすい職場環境や制度を導入

する。 

業績評価指標 

（KPI） 

●管理職に占める女性の割合を 2025 年 6 月末までに 20％以上とする。 

 （2023 年 6 月末 12.0％） 

●営業部門の男性社員の育児休暇取得率を 2025 年 6 月期まで 7％以上を維持 

 する。 (2023 年 6 月期 全社員 13.3％) 

関連する SDGs 

 

 

 

■オリックス銀行株式会社 概要 

名称    オリックス銀行株式会社 

本店所在地      東京都港区芝 3-22-8 オリックス乾ビル 

代表者           代表取締役社長 錦織 雄一 

設立             1993 年 8 月 23 日 

ホームページ        https://www.orixbank.co.jp/ 

 

■株式会社 And Do ホールディングス 概要 

社名 株式会社 And Do ホールディングス 

本社 東京都千代田区丸の内 1 丁目 8 番 1 号 丸の内トラストタワーN 館 17F 

本店 京都府京都市中京区烏丸通錦小路上ル手洗水町 670 番地 

代表者 代表取締役社長 CEO 安藤 正弘 

設立 2009 年 1 月（創業 1991 年） 

店舗数 705 店舗（直営店 34 店舗・FC 店 671 店舗 内オープン準備中 77 店舖） 

https://www.orixbank.co.jp/
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※2023 年 11 月末現在 

事業内容 フランチャイズ事業、ハウス・リースバック事業、金融事業、不動産売買事業 

不動産流通事業、リフォーム事業 

資本金 33 億 7,744 万円(2023 年 6 月末現在) 

売上高 495.5 億円(2023 年 6 月末現在・グループ連結) 

ホームページ https://www.housedo.co.jp/and-do/ 

  

※2022 年 1 月に当社は持株会社体制に移行し、株式会社ハウスドゥから「株式会社 And Do ホールディングス」

に商号変更いたしました。 

 

  
お問い合わせ先：株式会社 And Do ホールディングス 経営戦略本部 経営企画部 広報・IR 

TEL：03-5220-7230 FAX：03-5220-2159 E-MAIL：pr@housedo.co.jp 
 

https://www.housedo.co.jp/and-do/
mailto:pr@housedo.co.jp

